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(57)【要約】
【課題】
扉体や戸車をハンガーレールから取り外すことなく後付
けで付与することができる抵抗手段を備えた引戸装置を
提供する。
【解決手段】
扉体１、２の上端面１２、２２に設けたローラアセンブ
リ５がハンガーレール３、４に沿って移動する引戸装置
において、ローラアセンブリ５は、ハンガーレール３、
４内で走行するローラ５０を含む上側部位と、ハンガー
レール３、４の下端と扉体１、２の上端面１２、２２間
に位置する下側部位とを有し、ローラアセンブリ５の下
側部位には、ハンガーレール３、４の外面に接触する摺
接部材６が着脱可能に設けてある。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部の開口幅方向に延びるハンガーレールと、
　上端面にローラアセンブリを備え、ローラアセンブリがハンガーレールに沿って移動す
ることで開口部を開閉する扉体と、
　を備えた引戸装置において、
　前記ローラアセンブリは、前記ハンガーレール内で走行するローラを含む上側部位と、
前記ハンガーレールの下端と前記扉体の上端面間に位置する下側部位と、を有し、
　前記ローラアセンブリの下側部位には、前記ハンガーレールの外面に接触する摺接部材
が着脱可能に設けてある、
　引戸装置。
【請求項２】
　前記摺接部材は、前記ハンガーレールの下面に接触する、請求項１に記載の引戸装置。
【請求項３】
　前記摺接部材は、ベースと、ベースの上端に設けた接触部と、を備え、前記ベースは、
前記ローラアセンブリの下側部位に着脱可能に取り付けられている、請求項１、２いずれ
か１項に記載の引戸装置。
【請求項４】
　前記摺接部材の接触により得られる制動の程度が調整可能である、請求項１～３いずれ
か１項に記載の引戸装置。
【請求項５】
　前記摺接部材の前記ローラアセンブリの下側部位に対する取付位置が調整可能であり、
摺接部材の取付位置の調整によって、当該摺接部材の接触により得られる制動の程度が調
整可能となっている、請求項４に記載の引戸装置。
 
 
　
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、引戸装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
上吊タイプの引戸装置は、扉体の上端面に設けた戸車（上吊車）が開口部上方に設けたハ
ンガーレール上を走行することで開口部を開閉するようになっている。引戸装置の設置場
所や目的によっては扉体の操作性が重視される場合があり、より軽い操作力で扉体を開閉
するために、走行性に優れた材質のローラを備えた戸車が採用される。
【０００３】
しかしながら、現場での取付精度や製作精度のバラツキ等から、ハンガーレールの水平レ
ベルに狂いが生じる場合があり、ハンガーレールに僅かな傾斜が付いただけでも、ローラ
の優れた走行性によって扉体が勝手に移動してしまうという現象が起こり得るが、引戸装
置を設置した後にハンガーレールの水平レベルを調整することは困難である。一方、ハン
ガーレールの僅かな傾斜では扉体が勝手に移動しない程度の走行性のローラを用いるとす
るならば、ハンガーレールが設計通り水平に設置されている場合であっても、扉体の移動
に不要な抵抗を与えることになり、より軽い操作力で扉体を開閉したいという当初の目的
に反することになってしまう。したがって、引戸装置を設置した後であっても、必要な場
合に扉体の移動性を調整できる手段が望まれている。
【０００４】
特許文献１には、ブレーキ付き引戸装置が開示されており、ローラを軸支している吊具に
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取着されたブレーキ装置は、バネ力を付勢したスライダを有し、当該スライダがレール面
に圧接することで摺動摩擦を発生させるようになっており、さらに、圧接力を開閉間近の
位置で大きくなるようにバネ力をコントロールする手段（レール面に設けたカム等）が設
けてある。
【０００５】
特許文献２には、引戸を閉鎖する際の移動速度を低下させる一方、引戸を開ける際には従
来同様軽く開けることができる引戸用制動装置に係り、戸車に設けた当接部材と、案内レ
ール内に設けた制動部材とを備え、引戸の移動中に当接部材が制動部材の摩擦面に当接摺
動することで摩擦抵抗力を発生させることが開示されている。
【０００６】
特許文献１、２に開示された技術手段は、摩擦力によって扉体の移動速度を低減させるも
のであるが、引戸装置を設置した後に、扉体や戸車をハンガーレールから取り外すこと無
く、後付けで制動手段を取り付けることは困難である。さらに、制動手段による摩擦力の
調整が必要となった場合に、扉体や戸車をハンガーレールから取り外すこと無く、摩擦力
を調整することも困難である。
【特許文献１】実開平５－７８８７５号
【特許文献２】特開平９－３１７３１８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、引戸装置の扉体の移動に対して抵抗を与える必要が生じた場合に、扉体や戸
車をハンガーレールから取り外すことなく後付けで付与することができる抵抗手段を備え
た引戸装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる課題を解決するべく本発明が採用した技術手段は、
　開口部の開口幅方向に延びるハンガーレールと、
　上端面にローラアセンブリを備え、ローラアセンブリがハンガーレールに沿って移動す
ることで開口部を開閉する扉体と、
　を備えた引戸装置において、
　前記ローラアセンブリは、前記ハンガーレール内で走行するローラを含む上側部位と、
前記ハンガーレールの下端と前記扉体の上端面間に位置する下側部位と、を有し、
　前記ローラアセンブリの下側部位には、前記ハンガーレールの外面に接触する摺接部材
が着脱可能に設けてある、
　引戸装置、である。
　摺接部材をローラアセンブリの下側部位に着脱可能に取り付ける手段は、典型的には螺
子を用いた連結手段であるが、面ファスナー等を用いた接着、嵌合等であってもよい。
【０００９】
　１つの態様では、前記摺接部材は、前記ハンガーレールの下面に接触する。
　１つの態様では、前記ハンガーレールの下面と前記ローラアセンブリの下側部位の上端
部との間には隙間が形成されており、前記摺接部材は、前記隙間内で前記ハンガーレール
の下面に接触している。
【００１０】
　１つの態様では、前記摺接部材は、ベースと、ベースの上端に設けた接触部と、を備え
、前記ベースは、前記ローラアセンブリの下側部位に着脱可能に取り付けられている。
　１つの態様では、前記ベースは、螺子によって前記ローラアセンブリの下側部位に着脱
可能に取り付けられている。
【００１１】
　１つの態様では、前記摺接部材の接触により得られる制動の程度が調整可能である。
　１つの態様では、前記摺接部材の前記ローラアセンブリの下側部位に対する取付位置が
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調整可能であり、摺接部材の取付位置の調整によって、当該摺接部材の接触により得られ
る制動の程度が調整可能となっている。
　１つの態様では、前記摺接部材の高さ位置によって、当該摺接部材により得られる制動
の程度が調整可能となっている。
　１つの態様では、前記摺接部材のベースには、螺子を挿通させる縦長孔が形成されてお
り、前記縦長孔の高さ内で前記摺接部材の高さ位置が調整可能となっている。
　前記摺接部材の接触により得られる制動の程度の調整手段は、摺接部材の取付位置の選
択に限定されるものではなく、例えば、接触により異なる制動の程度を付与し得る複数種
類の摺接部材（それぞれ異なる材質や異なる形状）を用意しておき、摺接部材を交換する
ことによって制動の程度を調整するものでもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明では、ローラアセンブリの下側部位に摺接部材を着脱可能に設け、摺接部材とハ
ンガーレール外面との接触による摩擦力によって扉体の移動に抵抗を与えるようにしたの
で、引戸装置の扉体の移動に対して抵抗を与える必要が生じた場合に、扉体やローラアセ
ンブリをハンガーレールから取り外すことなく、扉体がハンガーレールから吊持された状
態で、後付けで摺接部材を設けることができる。
【００１３】
　摺接部材の取付位置の調整によって、当該摺接部材により得られる制動の程度を調整可
能としたものでは、扉体やローラアセンブリをハンガーレールから取り外すことなく、扉
体がハンガーレールから吊持された状態で、摺接部材により得られる制動の程度を調整す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】引き違い上吊引戸装置の概略正面図である。
【図２】図１の引戸装置の右側の扉体の戸先側の上方部位の拡大図（レール内部を切り欠
いて示す）である。
【図３】図１の引戸装置の上方部位の縦断面図である。
【図４】図３の扉体の上方部位（ローラアセンブリ、ハンガーレール）を示す図である。
【図５】図２の部分拡大図である。
【図６】本実施形態に係る摺接部材の斜視図である。
【図７】扉体の上方部位（摺接部材を取付ける前の状態）を示す平面図（Ａ）、正面図（
Ｂ）である。
【図８】扉体の上方部位（摺接部材を取付ける前の状態）を示す縦断面図である。
【図９】扉体の上方部位（下側ブラケットからカバープレートを取り外した状態）を示す
縦断面図（Ａ）、正面図（Ｂ）である。
【図１０】本実施形態に係る摺接部材の取り付け及び構成を説明する図である。
【図１１】本実施形態に係る摺接部材の取付位置に応じた抵抗の調整を説明する図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
図１は、引き違い上吊引戸装置の概略正面図であり、例えば、室内の間仕切装置に組み込
まれて用いられる。引戸装置は、第１扉体１と第２扉体２の２枚の扉体が開口部の開口幅
方向に移動することで、当該開口部を開閉するようになっている。図２は、図１の引戸装
置の右側の扉体の戸先側の上方部位の拡大図（レール内部を切り欠いて示す）であり、図
３は、図１の引戸装置の上方部位の縦断面図である。開口部の上方に位置して、第１ハン
ガーレール３、第２ハンガーレール４が、平行して開口幅方向に亘って設けてあり、第１
扉体１は、第１ハンガーレール３に沿って開口幅方向に移動可能に吊持されており、第２
扉体２は、第２ハンガーレール４に沿って開口幅方向に移動可能に吊持されている。なお
、本発明が適用される上吊引戸装置は、１枚の扉体を備えた片引き引戸装置であってもよ
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い。
【００１６】
第１扉体１は、第１面部１０、第２面部１１、上端面１２、下端面１３、第１側端面（戸
先側端面）１４、第２側端面（戸尻側端面）１５から正面視縦長方形状を有するパネルで
あり、上端面１２には扉幅方向に間隔を存して２つのローラアセンブリ（戸車ないし上吊
車）５が、それぞれ取付プレート１２０を介して取り付けてあり、ローラアセンブリ５の
ローラ５０が第１ハンガーレール３上を転動することで第１ハンガーレール３に沿って開
口幅方向に移動するようになっている。
【００１７】
第２扉体２は、第１面部２０、第２面部２１、上端面２２、下端面２３、第１側端面（戸
先側端面）２４、第２側端面（戸尻側端面）２５から正面視縦長方形状を有するパネルで
あり、上端面２２には扉幅方向に間隔を存して２つのローラアセンブリ（戸車ないし上吊
車）５が、それぞれ取付プレート２２０を介して取り付けてあり、ローラアセンブリ５の
ローラ５０が第２ハンガーレール４上を転動することで第２ハンガーレール４に沿って開
口幅方向に移動するようになっている。
【００１８】
図７、図８等に示すように、ローラアセンブリ５は、扉幅方向に間隔を存して並んで配置
された２個のローラ５０と、２個のローラ５０が回転自在に軸支される上側ブラケット５
１と、第１扉体１、第２扉体２の上端面１２、２２の取付プレート１２０、２２０に連結
された吊持ボルト５２と、吊持ボルト５２が吊持される下側ブラケット５３と、を備え、
上側ブラケット５１と下側ブラケット５３は螺子５４によって連結され一体化されている
。ローラ５０と上側ブラケット５１からローラアセンブリ５の上側部位が構成されており
、吊持ボルト５２と下側ブラケット５３からローラアセンブリ５の下側部位が構成されて
いる。
【００１９】
第１ハンガーレール３は、開口幅方向に延びる長尺部材であり、図４に示すように、上壁
３０、側壁３１、３２、下壁３３から断面視略方形状を備えており、下壁３３には、開口
幅方向に亘って開口３４が形成されている。上壁３０と下壁３３との間に上側ブラケット
５１に軸支されたローラ５０が転動自在に収容されている。第１ハンガーレール３の上壁
３０は、扉厚方向において中央部３００と、左右の凹み部３０１とからなり、扉厚方向の
左右の下壁３３には、扉幅方向に延びる突起３３０が形成されている。第１ハンガーレー
ル３の上壁３０の左右の凹み部３０１の下面と、左右の下壁３３の上面と、左右の下壁３
３の突起３３０間にローラ５０の収納空間が形成されている。ローラ５０は、ローラ厚方
向の左右の両側部位がレールとの接触面となっており、ローラ５０の接触面が上壁３０の
凹み部３０１の下面、下壁３３の上面に摺接する。
【００２０】
第２ハンガーレール４は、開口幅方向に延びる長尺部材であり、図４に示すように、上壁
４０、側壁４１、４２、下壁４３から断面視略方形状を備えており、下壁４３には、開口
幅方向に亘って開口４４が形成されている。上壁４０と下壁４３との間に上側ブラケット
５１に軸支されたローラ５０が転動自在に収容されている。第２ハンガーレール４の上壁
４０は、扉厚方向において中央部４００と、左右の凹み部４０１とからなり、扉厚方向の
左右の下壁４３には、扉幅方向に延びる突起４３０が形成されている。第２ハンガーレー
ル４の上壁４０の左右の凹み部４０１の下面と、左右の下壁４３の上面と、左右の下壁４
３の突起４３０間にローラ５０の収納空間が形成されている。ローラ５０は、ローラ厚方
向の左右の両側部位がレールとの接触面となっており、ローラ５０の接触面が上壁４０の
凹み部４０１の下面、下壁４３の上面に摺接する。
【００２１】
ローラアセンブリ５の上側ブラケット５１は、扉厚方向に離間対向する側壁５１０、５１
１と、底壁５１２と、を備え、側壁５１０、５１１間に２個のローラ５０が扉幅方向に離
間してベアリングを介して回転自在に軸支されており、底壁５１２にはローラ５０の下方
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部位を挿通させる開口が形成されており、ローラ５０の下方部位は底壁５１２の下方に位
置している。底壁５１２の扉幅方向の両端部にはＬ形状の上側連結片５１３、５１３が一
体形成されている。上側連結片５１３は、開口３４、４４の幅よりも小さい幅寸法を備え
、底壁５１２の両端部から下方に延びる立ち下がり部５１３０と、立ち下がり部５１３０
の下端から互いに離間する方向に扉幅方向に延びる水平部５１３１と、からなる。
【００２２】
上側ブラケット５１の側壁５１０、５１１、底壁５１２、ローラ５０は、第１ハンガーレ
ール３、第２ハンガーレール４内に位置している。上側ブラケット５１の扉幅方向の両端
の上側連結片５１３は第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の下壁３３、４３に
形成された開口３４、４４の幅よりも小さい幅を有しており、上側連結片５１３の立ち下
がり部５１３０は、開口３４、４４を通って第１ハンガーレール３の下壁３３、第２ハン
ガーレール４の下壁４３よりも下方に延びており、水平部５１３１は第１ハンガーレール
３の下壁３３、第２ハンガーレール４の下壁４３よりも下方に位置して水平に延びている
。
【００２３】
下側ブラケット５３は、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の下端面と第１扉
体１、第２扉体２の上端面１２、２２（取付プレート１２０、２２０）との間の空間に位
置している。下側ブラケット５３は、第１ハンガーレール３の下壁３３、第２ハンガーレ
ール４の下壁４３の下方に位置して、側壁５３０と底壁５３１から断面視ないし側面視Ｌ
形状に形成されており、底壁５３１には、吊持ボルト５２の軸部５２０の外径よりも大き
く、頭部５２１の外径よりも小さい寸法の開口孔ないし溝５３２（図９（Ｂ）参照）が形
成されている。下壁５３１の扉幅方向の両端部にはＬ形状の下側連結片５３３、５３３が
一体形成されている。下側連結片５３３は、底壁５３１の両端部から上方に延びる立ち上
がり部５３３０と、立ち上がり部５３３０の上端から互いに離間する方向に扉幅方向に延
びる水平部５３３１と、からなる。上側ブラケット５１と下側ブラケット５３は、上側ブ
ラケット５１の水平部５１３１と下側ブラケット５３の水平部５３３１を重ね合わせた状
態で螺子５４を用いて連結されている。
【００２４】
図９に示すように、下側ブラケット５３の側壁５３０は、底壁５３１の扉厚方向の一端に
垂直状に立ち上がり形成されており、底壁５３１の扉厚方向の他端には、扉幅方向の両端
に位置して、取付片５３４、５３４が垂直状に立ち上がり形成されており、取付片５３４
には螺子５６の螺子孔５３５が形成されている。下側ブラケット５３の側壁５３０に対向
する他方の側部において、取付片５３４間に空間が形成されることになるが、かかる空間
を塞ぐように、カバープレート５５が着脱可能に取り付けられている。
【００２５】
カバープレート５５は、水平部５５０と、水平部５５０の扉厚方向の一端から垂下する垂
直部５５１と、から側面視Ｌ形状を有しており（図１０参照）、垂直部５５１には螺子５
６の挿通孔が形成されている。下側ブラケット５３の取付片５３４間の空間から吊持ボル
ト５２を差し入れ、吊持ボルト５２の軸部５２０を底壁５３１の開口孔ないし溝５３２に
差し入れ、頭部５２１を底壁５３１（開口孔ないし溝５３２の周囲の部位）に係止させ、
底壁５３１から吊持ボルト５２を吊持させた状態で、カバープレート５５の垂直部５５１
を下側ブラケット５３の取付片５３４に当接させ、取付片５３４の螺子孔５３５とカバー
プレート５５の挿通孔を一致させた状態で、螺子５６によって、カバープレート５５を下
側ブラケット５３に連結するようになっている（図７、図８参照）。このように、ローラ
アセンブリ５の下側部位を、下側ブラケット５３と、下側ブラケット５３に対して着脱可
能なカバープレート５５と、から構成することで、下側ブラケット５３に対する吊持ボル
ト５２の取付を容易にすると共に、カバープレート５５によって、吊持ボルト５２が開口
孔ないし溝５３２から外れることを防止している。
【００２６】
本実施形態に係るローラアセンブリ５は、ローラ５０と上側ブラケット５１からなる上側
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部位と、吊持ボルト５２と下側ブラケット５３とカバープレート５５からなる下側部位を
有し、ローラ５０と上側ブラケット５１（上側連結片５１３を除く）は、第１ハンガーレ
ール３、第２ハンガーレール４の内部に位置しており、上側連結片５１３と吊持ボルト５
２と下側ブラケット５３とカバープレート５５は、第１ハンガーレール３、第２ハンガー
レール４の外部（下方）に位置している。第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４
の下壁３３、４３に形成された開口３４、４４は、第１扉体１、第２扉体２の移動時に、
ローラアセンブリ５の上側ブラケット５１の上側連結片５１３の移動を許容するように上
側連結片５１３を挿通させている。
【００２７】
本実施形態において、ローラアセンブリ５の下側部位には、第１扉体１、第２扉体２の移
動に調整可能な抵抗を付与する摺接部材６が着脱可能に取付可能となっている。図６、図
１０に示すように、摺接部材６は、横長の板状のベース６０と、垂直姿勢のベース６０の
上端からベース６０に対して傾斜状に延びるフィン状の接触部６１と、からなる。接触部
６１は、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の外面に接触することで、摩擦に
よる制動性を発揮すると共に、第１扉体１、第２扉体２のスムーズな開閉操作に支障を来
さない程度の摺動性ないし滑動性を備えている。本実施形態では、接触部６１はゴム製の
弾性体であるが、接触部６１の材質は、ゴムに限定されるものではなく、樹脂（例えば、
ポリアセタール樹脂）、モヘア等であってもよい。接触部６１の幅寸法（扉幅方向の寸法
）は、ベース６０の幅寸法よりも小さく、ベース６０の幅方向両端部には、摺接部材６の
取付高さ位置調整用の縦長孔６２、６２が形成されている。摺接部材６は、接触部６１を
第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の下端面（下壁３３、４３の下面）に接触
させた状態で、ベース６０をカバープレート５５の垂直部５５１の外面に重ね合わせて螺
子５６でカバープレート５５と共に取付片５３４に固定することで下側ブラケット５３に
取り付けられる。
【００２８】
図１１を参照しつつ、摺接部材６の高さ位置の調整、及び、摺接部材６により得られる制
動（抵抗）の程度の調整について説明する。図１１（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）は、それぞれ
、摺接部材６の第１高さ位置（下方位置）、第２高さ位置（中間位置）、第３高さ位置（
上方位置）を示し、摺接部材６の高さ位置は縦長孔６２の高さ内で調整可能となっている
。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の順に、摺接部材６により得られる制動の程度が「小」、「中
」、「大」となっている。なお、図１１では便宜上３段階の制動の程度の調整を示したが
、制動の程度は縦長孔６２の高さ内で無段階で調整可能である。
【００２９】
ローラアセンブリ５の下側部位（下側ブラケット５３、カバープレート５５）の上端部と
、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の下端面（底壁３３、４３の下面）との
間には隙間Ｇが形成されており、摺接部材６の接触部６１は、隙間Ｇ内で第１ハンガーレ
ール３、第２ハンガーレール４の下端面に接触している。摺接部材６の接触部６１の高さ
位置及び姿勢は、摺接部材６の取付高さ位置によって変わることから、摺接部材６の取付
高さ位置によって、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の下端面に対する接触
部６１の接触態様（接触面積、接触角度、接触部６１の弾性変形による接触力等）が変化
し、当該下端面との間に発生する摩擦力（抵抗）も変化する。
【００３０】
摺接部材６の取付高さ位置による制動の程度の調整は、第１扉体１、第２扉体２が第１ハ
ンガーレール３、第２ハンガーレール４から吊持された状態で、螺子５６を緩めて、摺接
部材６を上下動させるだけで行うことができ、第１扉体１、第２扉体２やローラアセンブ
リ５を第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４から取り外す必要が無いので、現場
における制動の程度の調整（現場で要求される軽い操作力を維持しつつ、扉体が勝手に移
動することを防止できるような微調整）を容易に行うことができる。
【００３１】
本実施形態では、ベース６０は金属ベースプレート６００を備え、フィン状の接触部６１
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の下端側にはゴム製取付ベース６１０が一体形成されており、ゴム製取付ベース６１０を
両面テープ等で金属ベースプレート６００の面部に接着してなり、金属ベースプレート６
００の面部の幅方向（扉幅方向）の両端には、ゴム製取付ベース６１０の両側に位置して
、金属製端部プレート６０１、６０１が両面テープ等で接着されており、縦長孔６２は、
金属ベースプレート６００と金属製端部プレート６０１を貫通して形成されている。もち
ろん、摺接部材６の具体的な構成はこれらに限定されるものではない。
【００３２】
図１に示すように、開口部の幅方向両端の第１縦枠７、第２縦枠８の間には、開口部の上
方に位置して上カバー９が設けており、第１縦枠７、第２縦枠８、上カバー９、床面ＦＬ
から囲まれた領域に開口部が形成されている。図１に示す開口部全閉時には、第１扉体１
の戸先側の第１側端面１４が第１縦枠７に当接しており、第２扉体２の戸先側の第１側端
面２４が第２縦枠８に当接しており、開口幅方向の略中央において第１扉体１の戸尻側部
位と第２扉体２の戸尻側部位が重なっている。第１ハンガーレール３、第２ハンガーレー
ル４の内部には、第１扉体１、第２扉体２が全閉姿勢まで移動した時にローラアセンブリ
５の部分が当接する戸当たり部１９（図２参照）が設けてある。なお、本実施形態に係る
摺接部材６は、第１扉体１、第２扉体２の閉鎖時に、戸当たり部１９ないし第１縦枠７あ
るいは第２縦枠８に当接した時の跳ね返りを緩和する機能をも有する。
【００３３】
第１縦枠７と第２縦枠８の上方部位の間には、開口全幅に亘って水平状に延びる横枠１６
が設けてある。横枠１６は、開口幅方向に延びる長尺部材であり、下壁１６０と、左右（
室内外方向）の側壁１６１、１６２と、側壁１６１、１６２の上端の水平辺１６３、１６
４から断面視略Ｃ形状を有している（図３参照）。横枠１６の下壁１６０には、第１ハン
ガーレール３の上壁３０、第２ハンガーレール４の上壁４０が螺子１６５で固定されてい
る。戸当たり部１９も横枠１６の下壁１６０に螺子１６６で固定されている。
【００３４】
上カバー９は、開口幅方向に延びる長尺部材であり、上面９０と、左右（室内外方向）の
見付面９１、９２と、見付面９１、９２の下端の折り返し辺９３、９４からなる。上カバ
ー９の見付面９１、９２の下端は、第１扉体１、第２扉体２の上端面１２、２２よりも僅
かに下方に位置している。第１扉体１、第２扉体２の上端面１２、２２に設けたローラア
センブリ５は、上カバー９の見付面９２に隠蔽されており、外部に露出することが無い。
【００３５】
上カバー９は、横枠１６に対して取り外し可能に取り付けられており、第１扉体１、第２
扉体２を第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４から吊持した状態で、ローラアセ
ンブリ５のメンテナンス等が可能となっている。横枠１６に対する上カバー９の取り外し
可能な装着手段としては、図示しないものの、螺子を用いた取付手段（例えば、上カバー
９の見付面９２の上側部位を横枠１６の側壁１６２に螺子で装着しておき、見付面９２を
取り外し可能とする）や、横枠１６の部分に上カバー９を掛止させることによる掛止手段
を例示することができる。
【００３６】
図示の態様では、第１縦枠７、第２縦枠８の上方部位は、上カバー９を越えて上方に延び
ており、第１縦枠７、第２縦枠８の上端間を接続するように上枠１７が設けてあり、上枠
１７と横枠１６の間に窓開口部が形成されており、引き違い窓１８によって窓開口部を開
閉するようになっている。
【００３７】
本実施形態において、ローラアセンブリ５のローラ５０の材質（樹脂や金属が例示される
）は限定されないが、より軽い操作力で第１扉体１、第２扉体２を開閉できるように、走
行性に優れた材質のローラ５０が採用されている。よって、現場での取付精度や製作精度
によって、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４が僅かに傾斜しているような場
合であっても、第１扉体１ないし第２扉体２が勝手に移動してしまう事象が起こり得る。
そこで、引戸装置の取付現場において、第１扉体１ないし第２扉体２が勝手に移動してし
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まう事象が生じた場合には、引戸装置に摺接部材６を取り付けることで、通常の開閉操作
に支障を与えない範囲において、第１扉体１、第２扉体２の移動に抵抗を付与することで
、第１扉体１、第２扉体２が自然に移動することを防止する。
【００３８】
摺接部材６を後付けする場合の取付手順について説明する。既設の引戸装置において、第
１扉体１ないし第２扉体２が勝手に移動してしまう事象が生じているとする。先ず、上カ
バー９（例えば、見付面９２を含む部位）を取り外して、ローラアセンブリ５の下側部位
を露出させる。次いで、螺子５６を取り外して、カバープレート５５の垂直部５５１の外
面に摺接部材６のベース６０を重ねて、螺子５６を用いて摺接部材６を垂直部５５１に取
り付ける。この時、摺接部材６の接触部６１を第１ハンガーレール３ないし第２ハンガー
レール４の下端面に接触させるが、ローラアセンブリ５の下側部位に対する摺接部材６の
取付高さ位置が縦長孔６２の高さ内で調整可能となっている。これらの作業（摺接部材６
の取付作業、摺接部材６の取付高さ位置の調整作業）は、第１扉体１ないし第２扉体２が
第１ハンガーレール３ないし第２ハンガーレール４から吊持された状態で行うことができ
、第１扉体１や第２扉体２を第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４から取り外す
必要や、ローラアセンブリ５（レール内部に位置するローラ５０や上側ブラケット５１）
を第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４の内部から取り外す必要が無い。
【００３９】
摺接部材６は、引戸装置の設置時に取り付けてもよい。先ず、現場の開口部（第１縦枠７
、第２縦枠８、横枠１６等が設置されている）に第１ハンガーレール３、第２ハンガーレ
ール４を取り付け、第１扉体１、第２扉体２を吊持させる。より具体的には、例えば、ロ
ーラアセンブリ５（吊持ボルト５２、カバープレート５５を除く）を第１ハンガーレール
３、第２ハンガーレール４に取り付けた状態（ローラ５０、上側ブラケット５１をレール
内部に収納させた状態）で、第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４を取り付け、
第１扉体１、第２扉体２の上端面１２、２２の取付プレート１２０、２２０に吊持ボルト
５２の軸部５２０を取り付けておき、吊持ボルト５２の頭部５２１を、ローラアセンブリ
５の下側ブラケット５３の下壁５３１の開口孔ないし溝５３２の周囲の部位に吊持させる
ことで、第１扉体１、第２扉体２を第１ハンガーレール３、第２ハンガーレール４から吊
持させる。第１扉体１、第２扉体２が自然に移動するようなことがなければ、下側ブラケ
ット５３にカバープレート５５を螺子５６で取り付け、上カバー９を取り付ければよい。
第１扉体１ないし第２扉体２が自然に移動するような場合には、後付けの場合と同様に、
カバープレート５５の垂直部５５１の外面に摺接部材６のベース６０を重ね合わせて螺子
５６で連結すればよい。
【符号の説明】
【００４０】
１　第１扉体
１２　上端面
２　第２扉体
２２　上端面
３　第１ハンガーレール
３３　下壁
４　第２ハンガーレール
４３　下壁
５　ローラアセンブリ
５０　ローラ
５１　上側ブラケット
５２　吊持ボルト
５３　下側ブラケット
５５　カバープレート
５６　螺子
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６　摺接部材
６０　ベース
６１　接触部
６２　縦長孔
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